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　サザエの加入機構を把握するための初期生態調査および殼高組成調査を実施した。また、種苗放流調査

用の種苗生産を実施した。

方 法

１．初期生態調査

　調査場所および調査定点は前年度と同様で恵曇漁業協同組合片句、島根町漁業協同組合多古の２地区の

地先海域とした。

生殖巣熟度　供試貝は各地区月１回、殼高６０～８０ｍｍサイズの雌雄各１０個の生殖腺熟度指数（ＧＩ）

を測定した。測定方法は前年度と同様に生殖巣の断面比率によった。

浮遊幼生の出現　各地区水深５ｍおよび１０ｍ地点を定点とし、月１回程度浮遊幼生の採集を試みた。水

深５ｍ地点は下層（水深４ｍ）のみ、水深１０ｍ地点は上層（水深１ｍ）、中潜（水深５ｍ）、下層（水

深９ｍ）に分け、各層２ｔずつ荏原製作所社製セミボルテックスポンプにて揚水し、プランクトンネット

で濾過して持ち帰り、その日のうちに実体顕微鏡で検鏡した。なお、多古地区の９月１日、１０月６日に

は１０ｍ定点沖の水深２０ｍ地点の上、中、下層についても同様の調査を実施した。

人エコレクターによる浮遊幼生の採集　市販の鶏卵パックを材料とした人エコレクターを作成して各地区

の水深４～５ｍの海底に設置して浮遊幼生の採集を行った。鶏卵パックは設置前に陸上水槽において２週

間以上珪藻等の微細藻類を付着させたものを使用した。コレクターの設置、回収はスキューバ潜水で行い、

回収したコレクターは持ち帰って水道水中でよく揺すり、付着した稚貝を剥離し、５％ホルマリンで固定

後、サザエ稚貝を計数した。

着底稚貝の出現　月１回、スキューバ潜水により、水深１～４ｍの有節石灰藻の優占地帯をｌ地区当り０、

５－２．０�程度、エアーリフトによる吸い上げを行った。

２．殼高組成調査

　多古地区禁漁区において９月８日、スキューバ潜水（ダイバー２名×ボンベ２本）で採捕した天然貝の

殼高を測定した。測定後、殼表に耐水祇の番号札を接着し、色付きアロンアルファで着色後、採捕場所に

再び放流した。

３．種苗生産

　８月２日、親貝２３個を用いて採菌した。親貝は乾燥コンブを餌料に前年から養成したもので、誘発は

夜間止水後、紫外線照射海水をかけ流して行った。得られた幼生約５０万を８００Ｑ角型水槽２基に収容

し、波板に付着させた。翌年３月に波板から剥離し、トリカルネット製の垂下網の飼育に移行した。

－104－



結果と考察

１．初期生態調査

　片句地区の雌雄別平均ＧＩ値、浮遊幼生の出現密度、人エコレクターの付着稚員数、着底稚員の殼径組

成の経月変化を図１に、同様に多古地区の経月変化を図２に示す。なお、浮遊幼生の出現密度は多古地区

の９月１日、１０月６日の定点外の調査も含め、各調査日毎の平均値と層毎の最大値、最小値の範囲で示

した。

1

、

　片句地区は６月９日の調査でＧＩの平均値が雌で６ ２．７、雄で５ ３．８と最大となり、その後緩やか

こ減少していった。浮遊幼生は７月７日の水深５ｍの下層で採集された後、７月１９日、７月２９日、８

月８日には採集されず、８月３１日、１０月５日に再び出現した。浮遊幼生の日別平均出現密度は０．１

～２．５／�であり、出現密度の最大値は１０月５日の水深１０ｍ地点の下層で、その値は４、５／�で

あった。人工コレクターの設置は６月９日から開始し、９月２７日まで計４回交換した。稚貝は８月８日

以降設置したものから出現した。着底稚貝は８月８日、９月１日、１１月９日の調査から採集され、その

出現密度はそれぞれ２ ２．０個／�、２０８．０個／�、２ ６．０個／�であった。ＧＩ値が７月以降減

少し、浮遊幼生も７月から出現していることから産卵は７月以降であったと考えられた。しかし、人エコ

レクターヘの稚貝の付着が８月最大となったことや着底稚貝の殼径組成および出現密度から稚貝の着底期

は８月が主体であったと考えられた、

　多古地区は６月１日の調査でＧＩの平均値が雌で６ ９．１、雄で６ ４．５と最大となり、その後緩やか

に減少していった。生殖巣の色調変化から８月１０日以降の調査には放精中であるとみられる個体が多く

観察された。浮遊幼生は８月２６日、９月１日、１０月６日に出現した。日別平均出現密度は０．３～６．

９個／�であり、水深１０ｍ地点の上層、中層に多く出現する傾向があった。出現密度の最大値は１０月

６日の定点外の水深２０ｍの上層でその値は２ ３．０個／�であった。人エコレクターの設置は７月１２

日から開始し、１１月１日まで計４回交換した。稚員は毎回出現し、７月１２日設置８月２６日回収のも

のが最も多かった。着底稚員は８月２６日、９月２１日、１１月１日の調査で採集され、その出現密度は

それぞれ３ ４、０個／�、３ ４．０個／�、１６．０個／�であった。夏期のＧＩ値の減少はごく緩やか

であったが、８月の生殖巣に放精後の色調が観察され、浮遊幼生が８～１０月に出現したことから、産卵

期は８～１０月であったと考えられた。８月に人エコレクターに付着した稚員はその大きさから８月に付

着したものと考えられ、着底稚員の殼径組成からも稚員の着底期は８～９月が主体であったと考えられた。

２．殼高組成調査

　採集したサザエの殼高組成を図３に示す。殼高組成から殼高３２－３４ｍｍにモードをもつ２才員と殼

高６２－６４ｍｍにモードをもつ３才員と殼高７４－７６にモードをもつ４才員で構成されていると判断

された。これまでの調査から卓越級群とみられる４才員の割合が減少したのは標識員の再抽状況から禁漁

区外への移動によるものであると推定された。

３．種苗生産

　誘発の反応率は雌雄とも３ ５．０％であった。剥離した稚員数は約１．５万個で浮遊幼生収容からの歩

留まりは３％であった。
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多古地区のＧＩ値、浮遊幼生の出現、人ロコレクターの付着稚員数

および着底稚員の殼径組成の変化

上より　ＧＩの平均値（丸印：雌、四角印：雄）
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　　　　着底稚員の殼経組成（矢印：稽員が採集されなかった日）
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片句地区のＧＩ値、浮遊幼生の出現、人ロコレクターの付着稚員数

および着底稚員の殼径組成の変化

上より　ＧＩの平均値（丸印：雌、四角印：雄）

　　　　浮遊幼生の出現密度（丸印：日別平均値、縦線：最小最大の範囲）

　　　　着底稚員の殼経組成（矢印：稚員が採集されなかった日）
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図３　多古地区禁漁区におけるサザエの殼高組成
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